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令和８年２月２７日（金）
GIGA StuDX推進チーム プチ学習会

【研修パッケージ】
提案！深い学びに向かう授業づくり

＃授業改善 ＃校内研修
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研修パッケージ 一覧

・解説動画＆資料 ・ワークシート

・関係資料
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研修パッケージの掲載場所

【出典】文部科学省、StuDX Style、https://www.mext.go.jp/studxstyle/（2026年3月12日閲覧）
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「深い学び」の実現に向けて
ー学習指導要領の改訂を視野に入れてー

文部科学省初等中等教育局主任視学官

田村 学

①解説動画＆資料の紹介・視聴
田村学主任視学官による解説動画、提示資料
（特設サイト「StuDX Style」に掲載）



4

②「深い学び」の実現に向けて

デジタル学習基盤を
どう活用するのか

教師はどんな指導や
支援をするのか
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各教科等における「深い学び」の指導例

【出典】文部科学省、StuDX Style、https://www.mext.go.jp/studxstyle/（2026年3月12日閲覧）
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小学校第３学年
算数

【協力】新潟市立大野小学校
【出典】StuDX Style「１．各教科等における深い学びの実践」 小学校第3学年 算数 「小数」

mext.go.jp/StuDXStyle/20250620-mxt_kyoiku01-000015480_1.pdf （2026年3月12日閲覧）

6

クラウドに投稿された、リットルマス図を使った友達の考えを参考
にして、自分の考えを更新する。

https://www.mext.go.jp/StuDXStyle/20250620-mxt_kyoiku01-000015480_1.pdf
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GIGA×深い学びの指導例クラウド活用のポイント

端末がなければ…

・既習事項を確認するのに時間がか
かる。

・事前に紙で３種類の準備は困難

教材の提供

学習の見取り

既習事項の確認

適時適切な指導

学習内容の確認

学習方法の確認

気づきの促し

学びをつなぐ
（精緻化）

見通しを確認

小・算数の展開例

学習場面（活動）の例
①既習で使った重要な知識を
クラウドに投稿しておき、
いつでも見られるようにし
ておく

・リットルマス図、数直線、
単位変換といった３種類の
ワークシートをクラウド上
にも用意しておき、子供た
ちが学習しやすくしておく

②他の子供のワークシートを
クラウドで参照することで、
計算の仕方を説明するとき
に参考にできるようにする

③子供が何人で学んでいるの
か、どの考え方をして学ん
でいるのかをクラウドで選
択させることで、教師は子
供が適切な学びを進めてい
るか確認することができる

クラウドを活用した指導例

（例）自分の考えを振り返り、
それを文章に表すことで自
らの考え方を更新していく
※ 事例をもとに追記

子供にとっての
クラウド活用の代表的なメリット

①めあて・指示・資料の共有
・指示や資料をいつでもどこでも参照できる。

②既習事項の共有
・これまでの自分の学びや友だちのも含む振り
返りを確認できる。

・前時の学びを確認するにことよって既習事項
とつながりやすくなる。

③教材配付
・瞬時に必要な教材を配布できる。
・クラウドにあるので、なくす心配がない。
・動画・写真・音声などの教材も配付できる。

④学習内容・学習成果の蓄積・共有
・自分の考えを写真や動画なども用いながら整
理できる。

・複写や削除、入れ替えが容易にできる。

⑤他者参照
・問題解決中に友達の学習内容や考え方を参照
できる。

・完成物ではなく，学んでいる過程を共有する
ことで学び方が意識できる。

⑥振り返りの記述・共有
・文章量も確認しながら、振り返りが記述でき
る。

・友だちの振り返りも確認できる。

⑦学びをつなぐ
・②⑥が前単元への参照になると、単元を超え
た学びのつながりが生じ、単元を超えた当該
教科の見方・考え方を意識しやすくなる。

子供は、

自分のタイミングで
いつでもアクセスできる

必要な時に確認できる

友達の学習過程からヒントを得る

同じ、または異なる考えの人を
見つけて学ぶ

先生に教えてもらう順番待ちが減る

自分のペースで学習が進められる

内省に友達の学びをプラス

自分で選択できる

学習が定着する

学びの内容が深まる

学習内容の共有

学習過程の共有

①

②

③

④・⑤

④・⑤

⑥

④

⑥

⑥

⑦

④

次の学習への見通しが持てる

困った時にすぐにアクセスでき
るので安心

【出所】文部科学省  令和７年度リーディングDXスクール事業 夏季学習会資料
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1子供にとっての
クラウド活用の代表的なメリット

①めあて・指示・資料の共有
・指示や資料をいつでもどこでも参照できる。

②既習事項の共有
・これまでの自分の学びや友だちのも含む振り返りを確認できる。
・前時の学びを確認するにことよって既習事項とつながりやすくなる。

③教材配付
・瞬時に必要な教材を配布できる。
・クラウドにあるので、なくす心配がない。
・動画・写真・音声などの教材も配付できる。

④学習内容・学習成果の蓄積・共有
・自分の考えを写真や動画なども用いながら整理できる。
・複写や削除、入れ替えが容易にできる。

⑤他者参照
・問題解決中に友達の学習内容や考え方を参照できる。
・完成物ではなく，学んでいる過程を共有することで学び方が意識できる。

⑥振り返りの記述・共有
・文章量も確認しながら、振り返りが記述できる。
・友だちの振り返りも確認できる。

⑦学びをつなぐ
・②⑥が前単元への参照になると、単元を超えた学びのつながりが生じ、単元を超えた当該教科の見方・考え方を
意識しやすくなる。

【出所】文部科学省  令和７年度リーディングDXスクール事業 夏季学習会資料

※ GIGA StuDX推進チームが研修提示用に改変
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GIGA×深い学びの指導例クラウド活用のポイント

端末がなければ…

・既習事項を確認するのに時間がか
かる。

・事前に紙で３種類の準備は困難

教材の提供

学習の見取り

既習事項の確認

適時適切な指導

学習内容の確認

学習方法の確認

気づきの促し

学びをつなぐ
（精緻化）

見通しを確認

小・算数の展開例

学習場面（活動）の例
①既習で使った重要な知識を
クラウドに投稿しておき、
いつでも見られるようにし
ておく

・リットルマス図、数直線、
単位変換といった３種類の
ワークシートをクラウド上
にも用意しておき、子供た
ちが学習しやすくしておく

②他の子供のワークシートを
クラウドで参照することで、
計算の仕方を説明するとき
に参考にできるようにする

③子供が何人で学んでいるの
か、どの考え方をして学ん
でいるのかをクラウドで選
択させることで、教師は子
供が適切な学びを進めてい
るか確認することができる

クラウドを活用した指導例

（例）自分の考えを振り返り、
それを文章に表すことで自
らの考え方を更新していく
※ 事例をもとに追記

子供にとっての
クラウド活用の代表的なメリット

①めあて・指示・資料の共有
・指示や資料をいつでもどこでも参照できる。

②既習事項の共有
・これまでの自分の学びや友だちのも含む振り
返りを確認できる。

・前時の学びを確認するにことよって既習事項
とつながりやすくなる。

③教材配付
・瞬時に必要な教材を配布できる。
・クラウドにあるので、なくす心配がない。
・動画・写真・音声などの教材も配付できる。

④学習内容・学習成果の蓄積・共有
・自分の考えを写真や動画なども用いながら整
理できる。

・複写や削除、入れ替えが容易にできる。

⑤他者参照
・問題解決中に友達の学習内容や考え方を参照
できる。

・完成物ではなく，学んでいる過程を共有する
ことで学び方が意識できる。

⑥振り返りの記述・共有
・文章量も確認しながら、振り返りが記述でき
る。

・友だちの振り返りも確認できる。

⑦学びをつなぐ
・②⑥が前単元への参照になると、単元を超え
た学びのつながりが生じ、単元を超えた当該
教科の見方・考え方を意識しやすくなる。

子供は、

自分のタイミングで
いつでもアクセスできる

必要な時に確認できる

友達の学習過程からヒントを得る

同じ、または異なる考えの人を
見つけて学ぶ

先生に教えてもらう順番待ちが減る

自分のペースで学習が進められる

内省に友達の学びをプラス

自分で選択できる

学習が定着する

学びの内容が深まる

学習内容の共有

学習過程の共有

①

②

③

④・⑤

④・⑤

⑥

④

⑥

⑥

⑦

④

次の学習への見通しが持てる

困った時にすぐにアクセスでき
るので安心
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【出所】文部科学省  令和７年度リーディングDXスクール事業 夏季学習会資料

※ GIGA StuDX推進チームが研修提示用に改変
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GIGA×深い学びの指導例クラウド活用のポイント

端末がなければ…

・既習事項を確認するのに時間がか
かる。

・事前に紙で３種類の準備は困難

教材の提供

学習の見取り

既習事項の確認

適時適切な指導

学習内容の確認

学習方法の確認

気づきの促し

学びをつなぐ
（精緻化）

見通しを確認

小・算数の展開例

学習場面（活動）の例
①既習で使った重要な知識を
クラウドに投稿しておき、
いつでも見られるようにし
ておく

・リットルマス図、数直線、
単位変換といった３種類の
ワークシートをクラウド上
にも用意しておき、子供た
ちが学習しやすくしておく

②他の子供のワークシートを
クラウドで参照することで、
計算の仕方を説明するとき
に参考にできるようにする

③子供が何人で学んでいるの
か、どの考え方をして学ん
でいるのかをクラウドで選
択させることで、教師は子
供が適切な学びを進めてい
るか確認することができる

クラウドを活用した指導例

（例）自分の考えを振り返り、
それを文章に表すことで自
らの考え方を更新していく
※ 事例をもとに追記

子供にとっての
クラウド活用の代表的なメリット

①めあて・指示・資料の共有
・指示や資料をいつでもどこでも参照できる。

②既習事項の共有
・これまでの自分の学びや友だちのも含む振り
返りを確認できる。

・前時の学びを確認するにことよって既習事項
とつながりやすくなる。

③教材配付
・瞬時に必要な教材を配布できる。
・クラウドにあるので、なくす心配がない。
・動画・写真・音声などの教材も配付できる。

④学習内容・学習成果の蓄積・共有
・自分の考えを写真や動画なども用いながら整
理できる。

・複写や削除、入れ替えが容易にできる。

⑤他者参照
・問題解決中に友達の学習内容や考え方を参照
できる。

・完成物ではなく，学んでいる過程を共有する
ことで学び方が意識できる。

⑥振り返りの記述・共有
・文章量も確認しながら、振り返りが記述でき
る。

・友だちの振り返りも確認できる。

⑦学びをつなぐ
・②⑥が前単元への参照になると、単元を超え
た学びのつながりが生じ、単元を超えた当該
教科の見方・考え方を意識しやすくなる。

子供は、

自分のタイミングで
いつでもアクセスできる

必要な時に確認できる

友達の学習過程からヒントを得る

同じ、または異なる考えの人を
見つけて学ぶ

先生に教えてもらう順番待ちが減る

自分のペースで学習が進められる

内省に友達の学びをプラス

自分で選択できる

学習が定着する

学びの内容が深まる

学習内容の共有

学習過程の共有

①

②

③

④・⑤

④・⑤

⑥

④

⑥

⑥

⑦

④

次の学習への見通しが持てる

困った時にすぐにアクセスでき
るので安心
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【出所】文部科学省  令和７年度リーディングDXスクール事業 夏季学習会資料

※ GIGA StuDX推進チームが研修提示用に改変



【出典】StuDX Style「１．各教科等における深い学びの実践」 中学校第１学年 社会科（地理的分野） 「オセアニア州」 
mext.go.jp/StuDXStyle/20250620-mxt_kyoiku01-000015438_3.pdf（2026年3月12日閲覧）

https://www.mext.go.jp/StuDXStyle/20250620-mxt_kyoiku01-000015438_3.pdf
https://www.mext.go.jp/StuDXStyle/20250620-mxt_kyoiku01-000015438_3.pdf
https://www.mext.go.jp/StuDXStyle/20250620-mxt_kyoiku01-000015438_3.pdf
https://www.mext.go.jp/StuDXStyle/20250620-mxt_kyoiku01-000015438_3.pdf
https://www.mext.go.jp/StuDXStyle/20250620-mxt_kyoiku01-000015438_3.pdf
https://www.mext.go.jp/StuDXStyle/20250620-mxt_kyoiku01-000015438_3.pdf
https://www.mext.go.jp/StuDXStyle/20250620-mxt_kyoiku01-000015438_3.pdf
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端末がなければ…

・既習事項を確認するのに時間がか
かる。

・事前に紙で３種類の準備は困難

【出所】文部科学省  令和７年度リーディングDXスクール事業 夏季学習会資料

※ GIGA StuDX推進チームが研修提示用に改変
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端末がなければ…

・既習事項を確認するのに時間がか
かる。

・事前に紙で３種類の準備は困難

【出所】文部科学省  令和７年度リーディングDXスクール事業 夏季学習会資料

※ GIGA StuDX推進チームが研修提示用に改変
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GIGA×深い学びの指導例クラウド活用のポイント

端末がなければ…

・既習事項を確認するのに時間がか
かる。

・事前に紙で３種類の準備は困難

子供にとっての
クラウド活用の代表的なメリット

①めあて・指示・資料の共有
・指示や資料をいつでもどこでも参照できる。

②既習事項の共有
・これまでの自分の学びや友だちのも含む振り
返りを確認できる。

・前時の学びを確認するにことよって既習事項
とつながりやすくなる。

③教材配付
・瞬時に必要な教材を配布できる。
・クラウドにあるので、なくす心配がない。
・動画・写真・音声などの教材も配付できる。

④学習内容・学習成果の蓄積・共有
・自分の考えを写真や動画なども用いながら整
理できる。

・複写や削除、入れ替えが容易にできる。

⑤他者参照
・問題解決中に友達の学習内容や考え方を参照
できる。

・完成物ではなく，学んでいる過程を共有する
ことで学び方が意識できる。

⑥振り返りの記述・共有
・文章量も確認しながら、振り返りが記述でき
る。

・友だちの振り返りも確認できる。

⑦学びをつなぐ
・②⑥が前単元への参照になると、単元を超え
た学びのつながりが生じ、単元を超えた当該
教科の見方・考え方を意識しやすくなる。

14

【出所】文部科学省  令和７年度リーディングDXスクール事業 夏季学習会資料

※ GIGA StuDX推進チームが研修提示用に改変
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③研修パッケージを活用し、感想やディスカッションを

・解説動画＆資料 ・ワークシート

・関係資料
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参考資料等



17

教育課程の基準等の在り方について

※一部抜粋

【出典】文部科学省 令和6年12月25日 中央教育審議会 初等中等教育における教育課程の基準等の在り方について（諮問）
https://www.mext.go.jp/content/20241226-mxt_kyoiku01-000039494_2.pdf （2026年3月12日閲覧）

https://www.mext.go.jp/content/20241226-mxt_kyoiku01-000039494_2.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20241226-mxt_kyoiku01-000039494_2.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20241226-mxt_kyoiku01-000039494_2.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20241226-mxt_kyoiku01-000039494_2.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20241226-mxt_kyoiku01-000039494_2.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20241226-mxt_kyoiku01-000039494_2.pdf
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教育課程の基準等の在り方について

※一部抜粋

【出典】文部科学省 令和6年12月25日 中央教育審議会 初等中等教育における教育課程の基準等の在り方について（諮問）
https://www.mext.go.jp/content/20241226-mxt_kyoiku01-000039494_2.pdf （2026年3月12日閲覧）

https://www.mext.go.jp/content/20241226-mxt_kyoiku01-000039494_2.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20241226-mxt_kyoiku01-000039494_2.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20241226-mxt_kyoiku01-000039494_2.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20241226-mxt_kyoiku01-000039494_2.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20241226-mxt_kyoiku01-000039494_2.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20241226-mxt_kyoiku01-000039494_2.pdf


19【出典】文部科学省 令和7年9月19日 教育課程企画特別部会資料１mext.go.jp/content/20250922-mxt_kyoiku-000044946_03.pdf （2026年3月12日閲覧）

※一部抜粋

基盤となる考え方

QRコードAI生成コンテンツは誤りを含む可能性があります。

https://www.mext.go.jp/content/20250922-mxt_kyoiku-000044946_03.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20250922-mxt_kyoiku-000044946_03.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20250922-mxt_kyoiku-000044946_03.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20250922-mxt_kyoiku-000044946_03.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20250922-mxt_kyoiku-000044946_03.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20250922-mxt_kyoiku-000044946_03.pdf
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学習指導要領改訂の大きな方向性

※一部抜粋

【出典】文部科学省 令和８年２月２日 教育課程企画特別部会 参考資料２－１
https://www.mext.go.jp/content/20260202-mxt-kyoiku-000047088_10.pdf （2026年3月12日閲覧）

https://www.mext.go.jp/content/20260202-mxt-kyoiku-000047088_10.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20260202-mxt-kyoiku-000047088_10.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20260202-mxt-kyoiku-000047088_10.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20260202-mxt-kyoiku-000047088_10.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20260202-mxt-kyoiku-000047088_10.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20260202-mxt-kyoiku-000047088_10.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20260202-mxt-kyoiku-000047088_10.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20260202-mxt-kyoiku-000047088_10.pdf
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現行学習指導要領の資質・能力の三つの柱

【出典】文部科学省 平成29年3月31日 新しい学習指導要領の考え方 －中央教育審議会における議論から改訂そして実施へ－
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/__icsFiles/afieldfile/2017/09/28/1396716_1.pdf （2026年3月12日閲覧）

※一部抜粋

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/__icsFiles/afieldfile/2017/09/28/1396716_1.pdf
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/__icsFiles/afieldfile/2017/09/28/1396716_1.pdf
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/__icsFiles/afieldfile/2017/09/28/1396716_1.pdf
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/__icsFiles/afieldfile/2017/09/28/1396716_1.pdf
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個別最適な学びと協働的な学び

【出典】文部科学省、サポートマガジン『みるみる』、https://mext-curriculum-gov.note.jp/m/m3b4a6bc792d6（2026年3月12日閲覧）

※一部抜粋

https://mext-curriculum-gov.note.jp/m/m3b4a6bc792d6
https://mext-curriculum-gov.note.jp/m/m3b4a6bc792d6
https://mext-curriculum-gov.note.jp/m/m3b4a6bc792d6
https://mext-curriculum-gov.note.jp/m/m3b4a6bc792d6
https://mext-curriculum-gov.note.jp/m/m3b4a6bc792d6
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/senseiouen/mext_00001.html
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子供一人一人が個別に学ぶ場面や、協働する場面

が準備されていたとしても、子供たちの「主体的・対

話的で深い学び」につながっていなければ、本末転

倒になってしまいます。 ※一部抜粋

みるみる

サポートマガジン『みるみる』

【出典】文部科学省、サポートマガジン『みるみる』、https://mext-curriculum-gov.note.jp/m/m3b4a6bc792d6（2026年3月12日閲覧）

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/senseiouen/mext_00001.html
https://mext-curriculum-gov.note.jp/m/m3b4a6bc792d6
https://mext-curriculum-gov.note.jp/m/m3b4a6bc792d6
https://mext-curriculum-gov.note.jp/m/m3b4a6bc792d6
https://mext-curriculum-gov.note.jp/m/m3b4a6bc792d6
https://mext-curriculum-gov.note.jp/m/m3b4a6bc792d6
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※一部抜粋

自己調整学習

QRコードAI生成コンテンツは誤りを含む可能性があります。

【出典】文部科学省 令和7年12月15日 教育課程部会 総則 ・ 評価特別部会 資料１ー１ 
https://www.mext.go.jp/content/20251215-mxt_kyoiku01-000046335-02.pdf（2026年3月12日閲覧）

https://www.mext.go.jp/content/20251215-mxt_kyoiku01-000046335-02.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20251215-mxt_kyoiku01-000046335-02.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20251215-mxt_kyoiku01-000046335-02.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20251215-mxt_kyoiku01-000046335-02.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20251215-mxt_kyoiku01-000046335-02.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20251215-mxt_kyoiku01-000046335-02.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20251215-mxt_kyoiku01-000046335-02.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20251215-mxt_kyoiku01-000046335-02.pdf
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「深い学び」の具現化

※一部抜粋

【出典】文部科学省 令和7年9月19日 教育課程部会 教育課程企画特別部会 資料１
https://www.mext.go.jp/content/20250922-mxt_kyoiku-000044946_03.pdf （2026年3月12日閲覧）

https://www.mext.go.jp/content/20250922-mxt_kyoiku-000044946_03.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20250922-mxt_kyoiku-000044946_03.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20250922-mxt_kyoiku-000044946_03.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20250922-mxt_kyoiku-000044946_03.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20250922-mxt_kyoiku-000044946_03.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20250922-mxt_kyoiku-000044946_03.pdf
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「深い学び」の具現化

※一部抜粋

【出典】文部科学省 令和7年9月19日 教育課程部会 教育課程企画特別部会 資料１
https://www.mext.go.jp/content/20250922-mxt_kyoiku-000044946_03.pdf （2026年3月12日閲覧）

https://www.mext.go.jp/content/20250922-mxt_kyoiku-000044946_03.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20250922-mxt_kyoiku-000044946_03.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20250922-mxt_kyoiku-000044946_03.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20250922-mxt_kyoiku-000044946_03.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20250922-mxt_kyoiku-000044946_03.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20250922-mxt_kyoiku-000044946_03.pdf
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「深い学び」の具現化

※一部抜粋

【出典】文部科学省 令和８年２月２日 教育課程企画特別部会 資料１
https://www.mext.go.jp/content/20260202-mxt-kyoiku-000047088_03.pdf（2026年3月12日閲覧）

https://www.mext.go.jp/content/20260202-mxt-kyoiku-000047088_03.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20260202-mxt-kyoiku-000047088_03.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20260202-mxt-kyoiku-000047088_03.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20260202-mxt-kyoiku-000047088_03.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20260202-mxt-kyoiku-000047088_03.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20260202-mxt-kyoiku-000047088_03.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20260202-mxt-kyoiku-000047088_03.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20260202-mxt-kyoiku-000047088_03.pdf
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「深い学び」を実現するための工夫

※一部抜粋

【出典】文部科学省 令和８年２月２日 教育課程企画特別部会 参考資料２－１
https://www.mext.go.jp/content/20260202-mxt-kyoiku-000047088_10.pdf （2026年3月12日閲覧）

https://www.mext.go.jp/content/20260202-mxt-kyoiku-000047088_10.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20260202-mxt-kyoiku-000047088_10.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20260202-mxt-kyoiku-000047088_10.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20260202-mxt-kyoiku-000047088_10.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20260202-mxt-kyoiku-000047088_10.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20260202-mxt-kyoiku-000047088_10.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20260202-mxt-kyoiku-000047088_10.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20260202-mxt-kyoiku-000047088_10.pdf
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学習の基盤となる資質・能力

※一部抜粋

【出典】文部科学省 令和7年12月15日 教育課程部会 総則 ・ 評価特別部会 資料２
https://www.mext.go.jp/content/20251216-mxt_kyoiku01-000046335_04.pdf （2026年3月12日閲覧）

https://www.mext.go.jp/content/20251216-mxt_kyoiku01-000046335_04.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20251216-mxt_kyoiku01-000046335_04.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20251216-mxt_kyoiku01-000046335_04.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20251216-mxt_kyoiku01-000046335_04.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20251216-mxt_kyoiku01-000046335_04.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20251216-mxt_kyoiku01-000046335_04.pdf
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言語能力

※一部抜粋

【出典】文部科学省 令和7年12月15日 教育課程部会 総則 ・ 評価特別部会 資料２
https://www.mext.go.jp/content/20251216-mxt_kyoiku01-000046335_04.pdf （2026年3月12日閲覧）

https://www.mext.go.jp/content/20251216-mxt_kyoiku01-000046335_04.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20251216-mxt_kyoiku01-000046335_04.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20251216-mxt_kyoiku01-000046335_04.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20251216-mxt_kyoiku01-000046335_04.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20251216-mxt_kyoiku01-000046335_04.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20251216-mxt_kyoiku01-000046335_04.pdf
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「GIGA×深い学び」 (全校種・全教科等)

デジタル学習基盤で「深い学び」が
実現する学習指導の例

StuDX style（スタディーエックス スタイル）
https://www.mext.go.jp/studxstyle/

https://www.mext.go.jp/studxstyle/
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